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9.  研究実績の概要 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 

本研究では、迅速、簡便に抗ガン剤のスクリーニングを行うための基盤技術の開発を目的として
おり、具体的には、水晶振動子センサーを用いて、培養細胞の状態をリアルタイムでモニタリン
グし、細胞の活性変化を検出することで、抗ガン剤の効果を効率的に調べる技術の開発を進めて
いる。本研究の測定では、透明電極を形成した水晶振動子センサー上で細胞培養を行い、細胞の
形態観察を行うとともに、水晶振動子センサーの共振周波数と共振抵抗測定を行い、細胞の状態
変化の傾向を分析する。本研究では、①迅速、確実なスクリーニング技術を確立するためのチャ
ンネル型の実験システムの構築、②評価実験における培養細胞の培養条件の明確化、③細胞変化
の判定基準の明確化、④再現性向上技術の開発の４つの観点から検討を進めている。本年度にお
いては、複数の水晶振動子センサーを同時に扱える多チャンネル型の装置を構築するため、CO2
インキュベーター内で、最大8組の水晶振動子センサーの測定を可能とするマルチプレクサユニ
ットを導入するとともに、水晶振動子上で細胞を培養するためのセルを製作し、顕微観察用の小
型カメラを組み込んだ。また、本装置で、多チャンネルの顕微鏡観察を行うために、ビデオ信号
および照明電源の切換装置を製作した。さらに、抗ガン剤のシスプラチン、５ＦＵを用いたセン
サー応答の測定を行うとともに、これと並行して、生死細胞数の計測、細胞骨格変化の観察を行
った。これらの変化の仕方を解析した結果、抗ガン剤の種類に依存した変化を示しており、抗ガ
ン剤の作用を反映していることが示唆された。一方、従来のコラーゲンコートに対して、化学修
飾によって、アミノ基、カルボキシル基で表面を修飾した実験で、細胞が接着することを確認す
るとともに、水晶振動子を用いた実験によって、コラーゲンコートに比べて、化学修飾処理の方
が、より大きな応答が得られることが確認できた。                    
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12. 研究成果による産業財産権の出願・取得状況 
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